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天理教教理史断章（117）

勢山文書 ⑧「おさしづ」の写し翻刻
	 天理教一広分教会長

安井　幹夫　Mikio Yasui

（カ）明治廿八年十二月十三日　本部北浦地ならし願

さあへ尋る処　事情おいへよりあつまり処　どうもせもふ

てならんといふ　どうなりこうなり」（９オ）

そこへはじめかけたる　一時以て尋る処　それハぼつへに

かゝれ　かゝらにやならん　なんどきたぶん人がどれだけ　人

がよるともわからんで　これも一寸はなしておく　そこいへ

一寸でかけたる　それハ十分になりし　一寸これだけといふハ

かしこいもせにやならん　それでだんへ　また尋るならおも

ふよふになる　地ならし　それへこふしておこふといふだけ

ハゆるしおこふ

（注）明治 28年 12 月 16 日　本部の大裏地所土均らし願
　

（キ）明治廿九年三月十三日　旧正月廿九日」（９ウ）

各下教会二於テ教祖様十年祭執行仕度御願

付テハ御霊を広キ場所へ御移シ件御願

さあへ尋る処へ　処々にハ皆心があろふ　心ハうつして

ある　地所せまい処ハとりあつかいでけるよふにせにやなら

ん　ほんの心たげつとめてくれ　また一ツさとしておく処に

よりてハ　かけだしもせつやなろふまい　それハ心の里だけ

にゆるしおこふ　心だけうつすのやで　日げんの処もはやい

おそいハない

　御霊御移しの事情

さあへ心だけうつす　日げんの事情　さあへ」（10オ）

もふ一度のはなしに　ゆるしおくから　それへの事情　にち

げんはやいおそいハない　たいそふハいらん　心だけうけとる

のやで

（注）明治 29 年３月 13 日　各部内分支教会に於て教祖十年祭
の節広き場所へ御遷りの願

（ク）明治廿九年三月廿四日　夜二時半刻限

びつくりしなよへ　びッくりする事でけるでへ　あちらへ

つれていねへ　こちらへいのへ　こちらへいねで　水を一

ぱいくむ　かじをとるものもないのが　あらいもふなあ一こと

はなししておく　いつもおなじよふに　おもふていたらちがふ

て　思ふよふにならんから　はなしハ一寸ともさゝん　くさば

の中から」（11 ウ）

とふりこしたものなら　一日の日もまたずして　まんぞくあた

へてこそ　三十年のこふがある　もふこれだけいふたら　なに

もゆわん　どことも身上せまりきつてあるへ　どうもならん

あとでこふかいないよふに　一時でハない　今までこんなはな

しハない　今までのはなし　なにもこふがのふて　つぶれてき

たなれど　一寸おわりはなしがこふになるかもわからん　あす

日から席やへとかならずいふてくれな　いふ里ならいふだけ

の　たのしみをつけてから　はこばせ　かつてのよい時にハぢ

ふだいのにをおわせ　またへはなしせんや　其まゝたのし

み」（12 オ）

の道をはこぶなら　またへはなしもせんやないといふ　くき

ているものも　かやさにやならん　こふいふたら　一日やない

一時ノあいだもまたんで

　押して願

さあへまんすじのいとでも　口ハ一トすじといふ里をきかす

まんすじのいとでも　一口の里を聞訳るなら　どんな事も口が

あくやろ　あいたら里がわかるやろ　口にいふ里を聞訳るなら

みんないとになる　口といふハ二ツも三ツもない　はよふにも

いふたる　一寸とかゝりに教会といふ　あちらにも本部やへ

こちらにも本部や　にせやへ　本部やへといふなれど　こ

れも今迄ハ」（12 ウ）

よふへ一ツの里にあつまりたやろ　是からはなしするから　

しつかり聞訳　もふさしづとめよふかと思ふている　もちいん

さしづならしても　何のやくにもたゝまい　さしづハ人間の心

ですると思ふ心がちがふ　心があわんから　うたがわんならん

どこのものもかしこのものもいる　どういふているのぞ　此里

がわかりたら　それまんすじの糸の里がてでくるやろ　よいと

わるいとのさしづをとつて　かつてのよいさしづハもちいるな

れど　かつてのわるいさしづハつぶしてあいまふ　これが第一

ざんねんでならん　これがどうもならんだいである　だいの咄

も（13 オ）

しておこふ　けつまずくだいにもなるやろ　ないやろと思ふて

いるものがけつまずく　心にもつて通るものハ　けつまづかん

皆一寸のむしも五分のたましいと皆いふたる　人間とへどふ

こふいふならさしづハいらんもの　これだけさとしたら　皆わ

かる　けふにけふきても処のち住職ぐらいでける　住職といふ

ハほんのその処にいるといふだけの者やないか　こゝにいると

いふ　しるしだけや　それに三十よの道すがら　てりあわして

みよ　男女にハよらんといふてある　心しだいでどこまでとい

ふたるへ　それみなつぶしてある　是もかつての道とふるか

ら　どん」（13 ウ）

ならんこれ十年祭へといふて　つめいんや本部員や　処へ

国へまちかねた　十年祭もよふ勤めてくれたへ　十年祭も

といふて　いさゝかの者でものぞきあるいても　それたつた壹

人をたよりにしたもの　とふばんといふハ　こふいふ時のとふ

ばん　ものへの時に　とふばんもなく　もふなす日から　と

ふばんハいらん　すつきりいらん　此里をこたゑよ　十年祭に

せきへといふて　あちらこちら　これだけにんたいハないと

いふてくれたから納りたもの　だれハけふハ　どふしなさつた

かといふて　尋ねてくれたものハない　どふもこれハ三十年」

（14 オ）

ぜんへよりつれてきた里が　おさめるにおさめられん　もふ

そこで　とふばんもいらん　なんまんともかへるものが　なん

でもないもの　ほんの口さきでといているのも　おなじ事や　

もふこれですつきりなんにもいふなへ　もふゑらいわへ　

あすからおもふ処へあすぶがよい　あすべへ

（注）明治 29 年３月 24 日　夜十二時半　刻限（教祖十年祭の
後にて別席四五千人程もあり本席五六百人もある時、七
日間本席御休みになりし時の事情）


